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羅臼町教育情報誌

田原隆徳選手(３３)が、羅臼高校に！！
２月２７日(月)羅臼高校で「スポーツ著
名選手講演会」が開催され、北海道のバ
スケットボールのプロチーム、「レバンガ
北海道」の田原選手が講師としてきまし
た。田原選手は、現役の札幌大学の学生
でプロの契約を結んでいま
す。
講演は、「運動を続けるこ

との楽しさと、夢を持つこと」
と題して行われました。「夢
を持って、自分を信じてやり
続けること。自分には負けた
くない。今まで自分を支えて
くれた周りの人に感謝してい
る。夢を言葉に出して頑張り
続けることが大切。」など話
されました。
講演の後は、全校生徒とス

トレッチや準備運動を行い、
その後、田原選手も交えてバ
スケットボールのゲームが行
われました。１ゲームは２分
間という短い時間でしたが、
生徒たちは精一杯走っていま
した。また、田原選手は試合
の中で、巧みなドリブルや３
ポイントシュートなどの見事
なプレーを見せてくれました。
ゲームは全校生徒が参加し

て行われました。途中で先生
方もチームを作って参加しま
した。先生方の素晴らしいプ
レーが出るたびに生徒たちか
ら大きな歓声が上がっていま
した。
最後に田原選手といっしょ

に全校生徒、先生方もいっし
ょに記念写真を撮って終わりました。

ＩＮ 春松小

２月２３日(木)クマ学習を春松小学校５年生が受けまし
た。
ヒグマの生息する地域に住ん

でいる私たちにとって欠かせな
いクマとの共生問題。
子どもたちは、小さい頃から

クマの生態について知り、共生
ついて考えました。
この日は、そのクマ学習が５

年生を対象に行われました。講
師は、知床財団の職員の方々と自然教育主幹の先生です。

頭骨を見て、歯の並びとその食べ物の関係性について知
りました。

なかなか触ることのできな
いクマの毛皮。

実際にさわって確かめまし
た。

人間の心無いゴミの投棄や
えさやりによって餌付いたク
マの悲しい結末・・・。

人と野生動物の関係につい
ても学びます。

最後に今日学習したことの
まとめをヒグマ新聞にまとめ
ました。

（春松小学校ブログより）

２月８日(水)と９日(木)
に春松小学校と羅臼小学校
で新しくなった「かもめ号」
のお披露目式がありました。
お披露目式には、町長や

教育長、バスの絵を描いて
くれた後藤さん、小中学校
の校長先生方、また、保護
者の方々も出席しました。
町長や教育長のお話を

聞いた後、図書館バスの歴
史のスライドがあり、児童
代表の言葉や園児たちによ
る「かもめの水兵さん」の
歌も披露されました。その
後テープカットをして、新
しいバスの鍵を運転手さん
に渡して式は終わりまし
た。 春松小学校
終了後児童たちは、外に

出て早速新しいかもめ号の
中を見たり、描いてある絵
について後藤さんからお話
を聞いたりバスの前で写真
を撮ったりしていました。
お披露目の後、昼から図

書館バスでの貸し出しが行
われ、たくさんの子供たち
が本を借りにきていまし
た。両校とも１００冊近く
の本を借し出ししました。
春松幼稚園では、１０日

に園児みんなで借りにき
て、２００冊近くを借し出
しました。
これからもたくさん本を

借りてくれることを願って 羅臼小学校
います。




